
自
治
会
長
研
修
視
察
報
告
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森
の
里
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

副
会
長

鹿

野

健

QV1

自
治
会
長
研
修
視
察
が
7
月
10
日
5
n

成
日
の
2
日
間
に
渡
り
、

133
名
の
参
加
に
よ
り

、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
早
朝
よ
り
文
化
会

館
に
集
合
し
、

小
林
市
長
に
見
送
ら
れ
大
型

バ
ス
3
台
に
分
乗
し
、

一
路
岐
阜
市
研
修
会

場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

車
内
で
は
、

各
自

治
会
長
が
自
治
会
活
動
の
意
見
交
換
を
し
、

参
考
に
し
ま
し
た
。

研
修
会
場
で
は
、

私
た

ち
自
治
会
長
を
、

岐
阜
市
自
治
会
連
絡
協
議

会
会
長
は
じ
め
多
数
の
役
員
の
方
々
が
歓
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

小
野
寺
副
会

長
の
進
行
に
よ
り
、

中
野
会
長
、

岐
阜
市
会

長
の
あ
い
さ
つ
で
意
見
交
換
会
に
入
り
ま
し

た
。

そ
の
内
の
主
な
項
目
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

号
①
自
治
会
組
織
に
つ
い
て

2

岐
阜
市
の
人
口
は
現
在
42
万
2
,

6
0
0

籤
人
、

目

婆
藪
2
,

5
8
5
目

強
云

地
区

一難給絵鰓"挑撥気“M“
“
れ
、,
“
“
会
1

の
②
目

強
云
未
加
入
世
帯
に
つ
い
て

(

岐
阜
市
も
自
治
会
加
入
対
策
に
は
大
変

一
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
助

年 10 月 1日
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け
合
い
、

地
域
の
親
睦
、

交
流
を
図
る
こ
と

が
出
来
る
な
ど
様
々
な
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
悩
み
が
あ
る

よ
う
で
す
。

未
加
入
世
帯
へ
は
、

厚
木
市
と

同
様
、

加
入
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

な
か
な
か
効
果
が
上
が
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
り
、

加
入
率
を
上
げ
る
妙

案
は
な
さ
そ
う
で
す
。

③
ご
み
の
回
収
状
況
等
に
つ
い
て

資
源
分
別
回
収
は
自
治
会
連
合
会
が
中

心
と
な
っ
て
、

月
一
回
実
施
し
て
お
り
、

ご

み
減
量
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

自
治

会
未
加
入
者
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
は
、

未

加
入
者
の
方
が
ご
み
出
し
に
来
る
こ
と
も
当

然
あ
り
ま
す
が
、

拒
否
す
る
わ
け
に
も
い
き

ま
せ
ん
し
、

黙
認
し
て
い
る
状
況
と
い
う
こ

と
で
す
。

④
防
災
対
策
組
織
に
つ
い
て

連
合
会
ご
と
に
自
主
防
災
隊
が
組
織
さ

れ
て
お
り
、

連
合
会
長
が
防
災
隊
長
を
兼
務

し
て
い
ま
す
。

厚
木
市
と
同
様
、

自
治
会
組

織
が
そ
の
ま
ま
自
主
防
災
隊
と
な
っ
て
お
り
、

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
の
小
学
校
な

ど
に
集
ま
っ
て
行
【
釜
芸
ロ

型
の
ほ
か
、

よ
り

地
域
に
密
着
し
た
発
災
型
の
防
災
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
自
治
会
と
行
政
と
の
関
係
に
つ
い
て

地
域
に
向
け
て
の
意
見
交
換
の
場
と
し

て
、

年
一
回
、

市
長
ト
ー
ク
と
い
う
も
の
が

各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら

直
答
鼠
云
と
市
長
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
機
会
が
あ
り
、

連
携
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
意
見
交
換
会
は
、

佐
藤
副
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
視
察
に
は
、

初
対
面
の
自
治

会
長
さ
ん
が
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

今

後
の
自
治
会
活
動
を
行
う
上
で
大
変
有
意
な

研
修
視
察
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
自
治
会
役
員
の
皆
様
、

有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

各
自
治
会
の
益
々
の
発
展
と

自
治
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
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幸
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厚木市自治会連絡協議会

中 野 会 長

皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
に
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
は
市
民
福
祉
の
向

上
発
展
の
た
め
、

各
種
行
事
や
活
動
を
通
じ

て
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

教
育
力
や
抑
止
力
を
高
め
な
が
ら
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
唯

一
の
市
民
自
治
組
織
で
す
。

厚
木
市
自
治
会

漕
協
襞
云
の
組
織
と
し
て
は
現
在
、

幻
自

治
会
を
14
地
区
に
分
け
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

主
な
活
動
は
、

防
犯
や
防
災
、

交
通
安

全
、

資
源
回
収
や
ご
み
減
量
、

地
域
福
祉
な

ど
の
活
動
を
始
め
、

多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま

す
。紙

面
を
お
借
り
し
て
皆
様
に
い
く
つ
か
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
未
加
入
の

方
々
の
対
策
と
し
て
魅
力
あ
る
自
治
会
に
な

な
さ
"も

　
　　
　　　

　　　　　

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

一
人
で
も

多
く
の
方
に
ご
加
入
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
の
様
々
な
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
頂

き
一
層
住
み
や
す
い
地
域
に
し
て
参
り
ま
し

よ
ア
リ
。

市
内
の
犯
罪
認
知
件
数
は
、

5
年
前
の
7
,

1
6
3
件
か
ら
約
3
,

0
0
0
件
減
少
し
、

平
成
18
年
度
に
は
4

,

2
7
4
件
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
治
安
回
復
は
厚
木
警
察
署
、

行

政
の
力
は
も
と
よ
り
、

自
治
会
に
よ
る
た
ゆ

み
な
い
努
力
の
結
果
で
す
。

家
庭
、

学
校
、

地
域
、

行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
と
協
力
体
制

の
も
と
で
1
件
で
も
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
知
恵
を
合
わ
せ
、

地
域
の
和
に
よ
り
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

い
っ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地

震
の
対
策
は
｢
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
｣。
普

段
か
ら
い
か
に
良
い
お
付
き
合
い
が
出
来
て

い
る
か
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
大
き
な
助
け

に
な
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
8
割
は
最
初
の
14
分
間
に
建

物
の
崩
壊
に
よ
り
圧
死
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
教
訓
か
ら
耐
震
補
強
が
重
要
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

障
害
者
や
独
居
老
人
、

要
介
護

者
等
の
方
々
を
援
助
す
る
対
策
も
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

一

刻
を
争
う
心
肺
蘇
生
法
や
自
動
体
外
式
除
細

動
器
｢
A
E
D
｣
使
用
に
よ
る
救
急
救
命
法

も
重
要
で
す
。

各
地
域
等
で
の
講
習
会
に
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

ど
な
た
に
で
も
人

命
救
助
が
出
来
る
よ
う
進
ん
で
取
得
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、

生
活
習
慣
病
が
増
え
続
け
、

国
家

予
算
の
3
分
の
1
が
国
民
医
療
費
を
占
め
、

更
に
2
0
1
5
年
に
は
65
歳
以
上
が
4
人

に
1
人
の
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す
。

今

や
、

が
ん
、

心
疾
患
、

脳
疾
患
で
亡
く
な
る

方
が
54
秒
に
1
人
、

認
知
症
が
6
分
に
1
人
、

糖
尿
病
は
国
民
病
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
厚
木
市
は
『
健
康
日

本
21
』
を
受
け
て
『
健
康
あ
っ
ぎ
れ
』
を

設
定
し
て
い
ま
す
が
、

私
達
も
健
康
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
、

ぜ
ひ
元
気
で
明
る
い
人

生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

こ

の
よ
う
に
各
自
治
会
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
頂
く
事
に
よ
り
、

厚
木
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
た
め
に
『
ふ
れ
愛

助
け
愛

支
え
愛
』
の
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
使
命
か
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

治
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平
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年
度
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言
読
芯
豊
か
な

創

意
蒸
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て

⑮◎⑮◎◎⑰③③◎⑰◎目 ;台会紹介
0

溢
水
第
一
自
治
会
(南
毛
利
地
区
)

年

会

長

小
瀬
村

泰

久

19

温
水
第
一
自
治
会
は
、

第
二
･

第
三
自
治

成
会
と
連
合
を
組
み
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平

自
治
会
周
辺
に
は
、

南
に
防
災
の
丘
公
園

と
春
日
神
社
の
森
が
茂
み
、

そ
の
北
側
に
住

宅
･

老
人
憩
の
家
･

児
童
館
･

自
治
会
館
な

ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
恩
曽
川
に
沿
っ
て
田
畑

が
広
が
り
、

昨
年
末
に
は
市
道
“
号
線
も
開

通
、

そ
の
向
こ
う
に
は
厚
木
市
街
が
望
ま
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
森
･

川
･

田
畑
に
囲
ま

れ
た
緑
豊
か
で
静
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
ち

住
民
構
成
は
、

農
家
の
旧
住
民
と
新
住
民

が
互
い
に
交
流
し
あ
っ
て
、

明
る
く
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て

は
今
年
度
連
合
自
治
会
と
し
て
、

防
犯
モ
デ

ル
地
区
の
指
定
を
受
け
て
活
動
中
で
あ
り
、

5
月
よ
り
防
犯
監
視
所
の
設
置
と
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

巡
回
に
当
た

っ
て
は
、

各
グ
ル
ー
プ
毎
に
リ
ー
ダ
ー
を
決

号
め
、

パ
ト
ロ

ー
ル
中
に
気
付
い
た
こ
と
や
間

2
題
点
等
を
報
告
、

記
録
用
紙
に
記
入
し
、

改

　　
　
　
　

)

ふ
れ
あ
い
は
住
民
の
安
心
安
全
の
ま
ち

@
づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
な
活
動
で
す
。

当
地

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
我
が
自
治
会

日月

金
田
中
部
自
治
会
(
依
知
南
地
区
)

o

会

長

小

嶋

勝

弘

⑩⑩⑱⑰◎⑰③③◎⑧⑲目 ;台会紹介

中
部
自
治
会
は
、

上
部
自
治
会
と
東
部
自

治
会
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、

中
心
部
の
南
北

勘
臍
の
市
道
沿
い
の
家
々
と
周
辺
部
の
分

家
等
に
よ
る
320
戸
、

ア
パ
ー
ト
等
を
加
え
て

約
360
世
帯
を
擁
す
る
自
治
会
で
あ
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
は
、

上
部
自
治
会
、

中
部
自

治
会
及
び
東
部
自
治
会
の
3
自
治
会
で
｢
金

田
連
合
自
治
会
｣
を
組
織
し
、

共
有
地
の
管

理
、

金
田
自
治
会
館
の
管
理
、

夏
祭
り
等
、

年
中
行
事
の
実
施
等
、

共
同
し
て
管
理
運
営

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

別
途
設
置
し
て
お

り
ま
す
｢
金
田
ま
ち
な
み
委
員
会
｣
に
参
画

し
、

中
津
川
の
雑
木
、

雑
草
等
の
伐
採
等
を

全
住
民
協
力
の
も
と
に
実
施
し
、

親
水
空
間

の
創
造
、

河
川
環
境
の
再
生
等
を
住
民
の

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

鄭朧れで湖初診類颯憬翳鰔の顱封癆劫巌

　

　　　　　　　　　　　　　　
　
　

の
導
、

助
言
に
よ
る
活
動
が
主
な
事
業
と
な
り

　
　
　
　
　
　　

日春

等
、

連
合
自
治
会
･

各
種
団
体
が
協
力
し
て

の
全
体
活
動
が
あ
り
、

さ
ら
に
は
各
地
区
に

お
い
て
様
々
な
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

春
日
神
社
に
は
、

市
の
重
要
文
化
財
指
定

の
石
灯
篭
が
あ
り
、

毎
年
例
大
祭
が
行
わ
れ

脚
名
を
超
え
る
観
客
に
よ
る
盛
況
を
呈
し
、

｢
広
報
あ
っ
ぎ
｣
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
私
た
ち
地
域
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

盆
踊
り
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
伝
統
文

化
の
行
事
で
あ
り
、

自
治
会
の
重
点
事
業
で

す
。

今
年
は
こ
の
盆
踊
り
を
更
に
盛
り
上
げ

よ
う
と
、

J
A
あ
っ
ぎ
温
水
女
性
部
の
皆
様

に
協
力
を
い
た
だ
き
、

そ
ろ
い
の
浴
衣
で
踊

り
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ

ま
で
に
な
い
盛
況
と
な
り
、

子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、

心
行
く

ま
で
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

夏
は
や
っ
ぱ
り
浴

衣
で
盆
踊
り
で
す
!

ど
ん
ど
焼
き
は
青
少
年
健
全
育
成
会
が

主
催
し
、

各
種
団
体
の
協
力
の
も
と
、

毎
年

1
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
館

で
子
供
達
が
団
子
を
作
り
、

お
飾
り
や
門
松
、

　 　　　　　　 　

神社の例大祭

し
め
な
わ

注
連
縄
を
持
ち
よ
り
、

農
家
の
協
力
に
よ
り

恩
曽
川
近
く
の
田
ん
ぼ
に
道
祖
神
を
籠
る
祠

に
紐
上
げ
ま
す
。

こ
れ
も
農
家
の
提
供
に
よ

る
孟
宗
竹
を
軸
に
築
き
ま
す
。

壮
大
な
火
祭

り
の
後
に
団
子
を
焼
き
、

ト
ン
汁
や
飲
み
物

と
一
緒
に
食
し
、

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る

伝
統
行
事
で
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
行
事
が
毎
年
、

盛
況

に
実
施
で
き
る
の
は
地
域
住
民
の
強
い
絆
の

証
し
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

様
々
な
活
動
を
展
開
し
、

安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成19年度納涼強踊大会スタートです

に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

近
隣
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
を
図
っ
て
い
ま
す
。

特
に
毎
年
開
催
の
｢
納
涼
盆
踊
大
会
｣
で

は
、

会
員
相
互
の
親
睦
及
び
地
区
内
外
と
の

交
流
･

発
展
を
期
し
て
盛
大
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
会
に
よ
る
出
店
も
多

数
有
り
、

子
供
達
も
夏
休
み
に
入
り
多
く
の

参
加
者
が
有
り
、

き
っ
と
心
に
残
る
思
い
出

が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
役
員
･

班
長
に
よ
る
防
犯
灯
の
チ
ェ

ッ
ク
･

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
明
る
い
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

今
後
も
、

地
区
内
の
親
睦
と
住
み
良
い
環

境
づ
く
り
、

そ
し
て
地
域
は
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
事
が
大
事
と
考
え
、

会
員
の
皆
様

方
の
理
解
と
協
力
を
得
て
自
治
会
活
動
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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.
･
粁
ふ

も-.",

瑳
を
目

し
て

な
ぜ羸鰯歎ぜ
讓
川
六
第
一
自
治
会
(睦
合
北
地
区)

会

長

松

野

一

男

下
川
入
第
一
自
治
会
は
、

地
理
的
に
は
厚

木
市
の
北
部
に
位
置
し
、

上
段
と
下
段
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

東
側
に
上
依
知
地
区

(北

小
学
校
･

藤
塚
中
学
校
)
が
有
り
、

北
側
は

愛
川
町
中
津
の
工
業
団
地
、

そ
し
て
西
側
に

は
中
津
川
を
挟
ん
で
大
山
を
仰
ぎ
ま
す
。

上

段
に
は
諏
訪
神
社

(市
の
指
定
文
化
財
)
が

有
り
、

下
段
に
は
下
川
入
自
然
園
が
有
り
、

周
囲
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
て
、

自
然
と
環
境
に
は
大
変
恵
ま
れ
た
所
で
す
。

我
が
目

焚
云
は
現
在
、

会
員
数
も
即
余
の

大
所
帯
と
な
り
、

自
治
会
活
動
も
地
域
の
伝

統
行
事
や
睦
合
北
地
区
公
民
館
の
年
間
行
事

を
通
じ
て
、

下
川
入
第
二
第
三
自
治
会
と
共

催
し
、

老
若
男
女
多
数
の
人
々
の
参
加
を
得

て
、

地
域
融
和
と
活
性
化
に
大
き
な
効
果
を

上
げ
、

自
治
会
活
動
の
源
泉
と
も
成
っ
て
お

り
ま
す
。

一
方
、

少
子
高
齢
化
の
波
は
中
部
自
治
会

活
動
に
も
影
響
を
与
え
、

健
康
ま
つ
り
等
の

行
事
に
於
け
る
顔
触
れ
は
年
々
高
齢
化
し
、

若
年
層
の
参
加
や
、

子
ど
も
会
と
の
連
携
の

在
り
方
、

ま
た
、

世
代
間
交
流
事
業
等
、

自

治
会
活
動
の
在
り
方
等
と
絡
め
て
、

そ
の
方

向
性
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
す

る
今
日
で
す
。

最
後
に
、

金
田
地
区
に
は
、

ゴ
ミ

焼
却
場

で
あ
る
｢
環
境
セ
ン
タ
ー
｣
が
建
設
さ
れ
て

以
来
、

市
内
の
ゴ
ミ
焼
却
を
一
手
に
受
け
持

っ
て
き
た
地
区
で
あ
り
、

本
件
に
お
け
る
昨

今
の
情
勢
等
に
住
民
一
同
強
い
関
心
を
抱
く

と
同
時
に
、

現
在
、

さ
が
み
縦
貫
道
路
も
建

設
中
で
あ
り
、

周
辺
部
に
お
け
る
環
境
変
化

に
対
す
る
住
民
意
向
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
課

題
で
も
あ
り
、

意
見
を
共
有
し
た
行
動
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

七
沢
地
区
は
、

旧
年
代
か
ら
七
沢
温
泉
郷

と
し
て
、

自
然
を
愛
す
る
都
会
の
方
々
に
親

し
ま
れ
、

十
数
件
の
旅
館
が
軒
を
連
ね
昔
懐

か
し
い
面
影
と
風
情
を
感
じ
さ
せ
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

土
、

日
と
も
な
れ
ば
ハ
イ

カ
ー
達
が
、

一
日
の
汗
を
出
で
湯
で
流
し
、

憩
の
一
時
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
る
温

泉
郷
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、

近
く
に
は

県
立
七
沢
森
林
公
園
が
両
手
を
広
げ
る
よ
う

に
来
園
者
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

森
林
公

園
の
シ
ン
ボ
ル
は
道
路
を
ま
た
ぐ
様
に
公
園

の
山
裾
に
架
け
ら
れ
た
森
の
か
け
橋
(橋
名
)

で
す
。

里
山
を
公
園
と
し
、

山
林
を
は
し
る

ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、

手
入
れ
も
し
っ
か

り
と
さ
れ
、

子
供
連
れ
、

中
高
年
者
向
け
の

森
林
浴
可
能
な
里
山
公
園
で
す
。

こ
の
公
園

の
一
角
で
は
11
月
初
旬
に
、

自
治
会
協
賛
に

よ
る
森
の
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
と
ず

れ
た
ハ
イ
カ
ー
達
も
ま
つ
り
を
見
学
し
た
り
、

二
重
の
楽
し
み
に
目
を
細
め
て
い
る
状
況
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
七
沢
地
区
の
自
治
会
活
動
に
触
れ

て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
は
9
地
区

に
分
か
れ
て
お
り
、

1
自
治
会
33
戸
~
88

戸
と
、

少
数
体
制
の
編
成
に
よ
り
、

会
員
一

人
一
人
に
耳
を
傾
け
気
配
り
の
出
来
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
全
会
長

が
新
人
の
た
め
、

不
慣
れ
な
活
動
に
頭
を
捻

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

8
月
初
旬
に
は
年

間
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

七
沢
地
区
納

　　
　
　

　　

ふ
む
,

･
′

裾

か

J
“

′

山

の

　

　

　
　
　　

　

　

　

　 け橋｣

森林公園の山裾に架けられた

涼
祭
を
無
事
に
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

地
区
自
治
会
員
に
喜
び
と
満
足
感
を

得
て
い
た
だ
く
こ
と
が
我
々
に
与
え
ら
れ
た

使
命
と
任
務
で
あ
り
、

ま
た
喜
び
で
も
あ
る

こ
と
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
の
行

動
と
判
断
に
よ
り
意
思
の
疎
通
を
図
り
、

会

員
の
更
な
る
定
着
と
新
規
加
入
者
の
増
大
、

脱
会
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
肝
に
命
じ
ま
し

た
。ま

た
地
区
内
に
は
霊
山
、

鐘
ヶ
嶽

(標
高

瀬
芯
は
古
く
か
ら
知
ら
れ

･

淺
覊
帆
と
も

呼
ば
れ
鐘
ヶ
嶽
山
頂
付
近
に
は
、

七
沢
浅
間

　
　
　
　
　
　
　　

柱
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

鐘
ヶ
嶽
に
は
こ

の
神
社
へ
の
参
道
が
あ
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

1
月
26
日
の
六

夜
祭
、

祭
事
に
伴
な
い
9
自
治
会
が
輪
番
制

で
年
初
め
に
参
道
整
備
、

清
掃
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
活
動
も
会
員
の
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
年
間
行
事
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

地
区
会
員
の
絶
大
な
る
ご

支
援
を
頂
き
、

目
的
の
達
成
と
信
頼
度
向
上

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

霊
輝き
大
山
を
鰹
套

緑
豊
か
な
郷

、

七
沢
地
区

き

癬
沢
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
(玉
川
地
区)

会

長

黄
金
井

秀

夫


